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きる。改めてインターネットの良さを感じまし

た。「東京湾」は大事に至らないでよかったの

ですけれども、何か起きたらすぐにウェブで告

知したいと思っています。

x東京湾の事故は終息しましたが、諫早湾

についての告知はいかがですか？

hやはり『Save The Coast!』の中で、コーナ

ーを設けています。署名を募ったり、国会議

員にアンケートを配布して意見を集めたりし

ています。諫早湾については、状況について

はマスコミでさんざん取り上げられていますの

で、重油流出事故のときとは、少し違った手

法を使いました。ウェブを見てくれる人に広

く意見を募り、それを掲載していきます。双

方向の良さを生かそうと思いました。東京ま

で行って国会議員全員にアンケートを配り、

返事を集計して結果を掲載しています。返っ

てくる数は少ないですけれども。また、署名

用紙もウェブ上に作りました。

x『Save The Coast!』のサイトが一段落

して、現在は神戸で活動されているわけです

が、震災関連のページも充実していますね。

h『Save The Coast!』の作成に手間がかか

り、『神戸元気村』のサイトはしばらくアップ

デートが遅れていたのですが、こちらに戻って

きて、また再始動ですね。阪神大震災から3

年が経ちますが、復興は終わったわけではな

い。たとえば、現在、仮設住宅はまだ約2万

8千戸残っている。そこに住む人にとっては、

まだ震災が続いているんです。恒久住宅への

移動は、行政からの支援で促進されています

が、それでも間に合わない。たとえば、恒久

住宅に移り住む際に、どの地区に住むかとい

う抽選が行われるんですが、昔自分が住んで

いた地区にこだわりすぎると、抽選に外れや

すくなる。そうして、次の抽選まで待たなく

てはなりません。現在も3回目の抽選が行わ

れようとしていますが、仮設住宅に住む人は

心配で心配で仕方がないといった風ですよ。

もう何回も抽選に洩れている人もいますし。

仮設住宅は壁が薄くて、隣人との間でトラブ

ルが起きたりと、ノイローゼ気味になっている

人も多い。酒を飲んだりとか。お年寄りも多

いですしね。

x仮設住宅の中でいつのまにか亡くなった

のに、しばらくの間だれにも気付かれない

「孤独死」についても、ウェブで取り上げられ

ていますね。

草島氏が行っているインターネットの活動

の中で、『Save The Coast!』はほんの一部で

しかない。現在、彼は神戸で震災の復興のた

めに活動しており、この活動もウェブで状況

が逐一報告されている。神戸で頑張る草島氏

に、重油流出事故のウェブのその後、そして

その他の活動について聞いた。

x重油流出事故で『SaveTheCoast!』は

かなりのアクセス数でしたが、現在はどうで

すか？

h事故が起きてから、3か月で15万件と多く

の人に見てもらったのですが、それから今まで

で1万件しか増えていません。現在カウンター

の値は約16万件。だいぶ沈静していますね。

ただ、少しの人でも見ていてくれるのだと思

い、現在でもまだ続けています。今は、重油

関連の事件をまとめた本を紹介しています。

また、シンガポール沖や東京湾で起きた重油

流出事故についての情報も流しています。

x7月に起きた東京湾の重油流出事故のと

きにも、事件発生後、数時間でウェブで情

報が流れましたね。

hナホトカの事件で学んだのは、とにかく早

く有益な情報を流せば、自然と皆が見てくれ

るということでした。東京湾のときには、最

初に新聞で報道された流出量が誤りだったこ

とがすぐに分かった。結局10分の1の量しか

流れていなかったことが分かったけれども、そ

れもウェブならタイムラグなしにすぐに告知で

重油流出事故について

1997年1月に日本海沖で重油流出事故が

起きたとき、インターネットはボランティア情

報を伝えるメディアとしての力を発揮した。

各企業や個人、非営利組織など、さまざまな

ページが作られ、多くのボランティア希望者

はページを参考にして現地の状況を知り、ボ

ランティアの情報を探り、現地の活動に参加

した。このようなページの中で、特にアクセス

が多かったのが『Save The Coast!』である。

数ある重油事故関連のサイトの中で、このサ

イトが非常に大きい反響を得たのは、情報が

充実していることと、新聞やテレビに劣らな

い速報性を持っていたことが大きな理由であ

る。実際に、このサイトを見てボランティア

として訪れた人も多かった。

「Save The Coast!」のサイトの作成者は、

神戸を拠点に活動する「リスポンス協会」

（代表：山田和尚）という非営利組織の草島

慎一氏である。本誌では97年5月号でお伝え

したが、草島氏はボランティア活動を飛躍さ

せるメディアとしてインターネットを高く評価

していた。速報性が高いことと、個人レベル

で広く情報を告知できること。インターネッ

トが持つこの2つの特性にこだわったウェブ作

りを、彼は心がけたという。

重油流出事故が起きてから1年弱が経とう

としている。もう日本海にボランティア活動

に行く人はいない。当時は反響のあった重油

事故関連のページも、アクセス数はかなり少

なくなってきている。しかし「Save The

Coast!」のウェブはまだあるし、草島氏はそ

の他のさまざまな非営利活動の情報をウェブ

で告知している。それは重油流出事故のとき

のように脚光を浴びるようなものではない。た

だ、その地味な活動を通して、ウェブに確か

な手応えを感じていることは今でも同じだ。

多数のアクセスがあった『Save The Coast!』のページ。
http://www1.meshnet.or.jp/~response/oil.htm
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h仮設住宅に住む厳しさを、孤

独死はもっとも端的に表してい

ると思いますから。支援活動と

しては、「ベルボックス」という

緊急発進装置を取り付ける運動

をしています。これはNTTの製

品なんですが、ボタンを押すと電話回線を通

じて、指定されたところに連絡が入るという

システムです。ぼくらが運営している「神戸

元気村」のところに電話が入るようになって

いて、気分が悪くなったりしたときには、ボ

タンを押してもらうように説明する。募金を

呼びかけて、そのお金で現在約500世帯に導

入しました。本当は行政側でこのようなシス

テムを取り入れてくれればいいんですけど。

でも、行政には絶対に真似できないような

こともやっているんです。提供する際に、緊

急呼び出し装置のボタンに「元気印」という

シールを貼るのですが、なぜ「元気印」かと

いうと、単なる緊急呼び出しではなくて、「緊

急時以外でも必要なときには押してほしい」

という意味を込めているからです。仮設住宅

にいると、話し相手も見つからずに寂しい思

いをしている人が多い。話し相手になってあ

げるというのも、ボランティアの大事な要素

なんです。

x震災関連では米も募集していますね。

h「3ライス神戸」という運動をやっていま

す。仮設住宅に住む人にいいものを食べても

らおうと、毎月3千世帯に向けて3㎏の米を届

けています。これはウェブでも告知していま

す。米はやはり食の基本ですから、非常に喜

ばれますね。仮設住宅から恒久住宅に引っ越

した人にも、希望者に届けています。

xウェブでの告知では、どれくらい反響があ

りますか？

h通算で大体、20件くらいですね。新聞な

どで紹介されるのに比べると、やはり圧倒的

に少ない。神戸元気村のページは、『Save

The Coast!』より、基本的にアクセス数が少

ないんです。やはり、だれもがインターネット

を使っているという状況ではないですから。こ

れはしょうがないですね。また、震災から3年

が経ち、神戸の震災に関心ある人も少なくな

ってきた。それは、全国ネットのテレビや新

聞で神戸のことを報道する機会が少なくなっ

てきていることでも分かる。神戸に住んでい

る人でも、もう震災のときに皆が感じた「一

体感」のようなものが薄れてきています。震

災のことはもう「終わったこと」と思ってい

る人もたくさんいる。震災からまだ3年と経っ

ていないのに、ボランティアの数はどんどん減

ってきています。

インターネットの良さは、そういう忘れ去

られたことも伝え続けていけることだけれども、

なによりもまだ使う人が少ない。それがもどか

しくもありますね。

x震災関連の告知には、ほかにどのような

ものがありますか？

h仮設住宅から恒久住宅に移る人の中には、

引っ越し代も出せない人がかなりいます。そ

のような人のために、トラックを使って引っ越

しを手伝っています。人手がいるので、現在、

ウェブで手伝ってくれる人を求めています。今

回は、一括募集では最後の募集と言われてい

ますので、かなりの数になります。

x本当にさまざまな呼びかけをしていますね。

h切実に思っているのは、みなさんにまず行

動してもらいたいということ。すべてがすべてと

は言いませんが、パソコン通信やインターネット

の会議室で、災害について話し合っている人

の中には、行動しないで傍観者的な意見ばか

り述べている人がいる。基本的に、行動しても

らうための情報を掲載するようにしています。

x今後、ウェブでどのような情報を掲載する

予定ですか？

hまず、神戸に関しては先ほど述べた引っ越

しのボランティアをしてくれる人の募集です

ね。現在、恒久住宅の抽選が行われていて、

年を越してすぐに発表があります。そうなれ

ば大規模な引っ越しをしなければならない。

何人いても足りないくらいです。

それから、最近は日本のさまざまな河川を

見て回っているんです。各地方の「水質」に

大変興味がある。日本の河川の水質は、ここ

数年でどんどん劣化してきているんです。ダ

イオキシンの問題だとか、森林伐採の問題な

ど、解決しなければならないことがたくさんあ

る。私は長良川河口堰についての情報も告知

しているんですが、各地方の水質については、

今後、何らかの情報を載せるつもりです。

また、重油流出事故のときにも思ったので

すが、他のボランティア団体との連携を図る

必要があると思いました。現在、ブラジルの

アマゾンの緑化運動組織と連携して、森林伐

採問題の情報を告知しています。このような

活動をもっと広げたい。アメリカには、すご

いサイトがあるんです。米国の、膨大な数の

ボランティア組織のサイトが登録されていて、

各サイトに連携している。このようなサイトが

日本でも必要だと思う。ボランティア組織の

ページは日本ではまだ少ない。だからこそ、こ

のようなページが必要だと思うんです。私自

身も、今までのノウハウをそのような組織の

ために役立ててみたい。たとえば、募金をし

た人への会計報告なども、手紙を使うとかな

りコストが高くなります。そのような報告は、

ウェブでやればいい。あと、米国のサイトなど

見ていると、クレジットカードで寄金のできる

ところがある。このようなノウハウを日本のサ

イトにも応用できないかと思っています。

xリスポンス協会のウェブを見ていて思うの

は、必ず被災地なり、事件が起こったところ

なり、直接現地に行ってレポートや映像を

掲載しているということだと思うのですが、

本当に日本中のあちこちに行かれているんで

すね。

hワゴンに生活に必要な一切を積んで、いろ

いろなところに行きます。車を運転している

ときがかなり多いですね。車の中で寝るとき

も多いですよ。ウェブのアップデートもできる

ようにモバイルの機材も揃えています。重油

流出事故のときには、海岸でノートパソコン

を広げてデジタルカメラで撮った映像を送っ

たりしていました。

『神戸元気村』のページ。
他のページへのリンクが掲載されている。
http://www1.meshnet.or.jp/~response/index.htm
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x事務局の電子化についてはいかがですか？

h「神戸元気村」にはマッキントッシュが6

台とIBM製のパソコンが2台あります。ベル

ボックスの提供者のリストをパソコンでデータ

ベース化して、病気持ちの人の場合は、病状

や通っている病院の名前、今までベルボック

スでスタッフを呼び出した履歴などをデータと

して蓄積しています。LANでデータを共有し

ていますが、インターネットの専用線を引い

ているわけではありません。インターネットに

接続する際は、ISDNによるダイアルアップで

す。ベルボックスについては、本当は人手が

かからないように自動的に病院につないだり

するシステムなどを作ればいいという考えもあ

りますが、あえて人がいちいち電話に出て応

対するのもいいかなと、最近では思っ

ています。ただ人恋しいからボタンを

押すという人もいますし。ボランティ

アの魅力の1つに、ふだん出会えない

ような人と会って話ができるというこ

とがあります。神戸元気村に集うスタ

ッフも、それを楽しみにやってくる人

が多い。私自身も本当にここ3年間の

間に、いろんな人に会って、さまざま

なことを考えさせられました。

x草島さんがボランティアを始めたき

っかけは何ですか？

hきっかけは神戸なんです。それまで

はアウトドア雑誌の編集をやっていた

んですが、震災のときに神戸元気村に加わり

ました。それから本当にいろいろなことがあっ

たんですね。飯の炊き出しや布団の調達など

の基本的な活動から、廃材を使ったアート作

品の展覧会とか、被災者を勇気付けるために

コンサートを企画したりとか。本当にいろい

ろなことがあった。それがきっかけで、自分は

このような非営利活動をしていくべきなんで

はないかと思ったんです。

xインターネットを始めたのはいつからです

か？

h震災が起きて半年経ったときですね。それ

までは、現地で実際に行動しているだけで手

一杯でした。インターネットの知識もほとん

どなかったんです。でも、手軽に全国に向け

て情報を告知できるメディアだということが、

詳しい人にパソコンを教えてもらったときに分

かった。ウェブの作成も、実際に手本を見せ

てもらって、「これなら自分でもできる」と思

って、始めたんです。重油流出事故のときは、

もうすでにインターネットについての知識が身

に付いてた。だから、すぐにページが作れたん

でしょうね。ナホトカのときには、「神戸でイ

ンターネットを活かせなかった」という反省を

ぶつけることができた。だからあれほど多くの

アクセスがあったのだと思います。

ただ、自分で今運用できているからと言っ

て、パソコンやインターネットは難しくないわ

けではない。神戸元気村のスタッフは現在8

名ですが、この中でウェブを作れる人は私だ

けです。だから、1人ですべてをやらなければ

ならない。ウェブだけを作っているわけではな

くて、日々、引越しや米の配達などをやりな

がら作るわけです。告知活動にばかり力を入

れていられない。重油流出事故のときには、

手伝ってくれるスタッフをウェブ上で呼びかけ

たところ、英語版のページを作ってくれたり

とか、理系の大学生がクリッカブルマップの

ように難しいものを作ってくれたりとか、デザ

イナーが絵を描いてくれたりとか、多くの人

が手伝ってくれた。しかし、あのように手伝

ってくれる人が短期間で見つかったのも、や

はり緊急時だからでしょう。神戸や諫早湾、

それからアマゾン緑化運動などについては、地

道にやっていくしかないですね。

x非営利組織がインターネットを使う際に障

害となる点は、ほかにありますか？

hやはり、まだ機材が高い。元気村のマック

はアップルさんに提供していただいたものです。

デジカメはカシオさん、プリンターはエプソン

さん。そのほか、多くのメーカーに支えられま

した。震災という大事故でこのような支援が

得られたのは非常にありがたいと思っていま

す。ただ、訴求力のあるページを作るには、

まだ足りない機材がたくさんある。たとえば、

やはり静止画よりも動画で現地の状況を伝え

たいということがありますので、デジタルビデ

オカメラが欲しいですね。

xウェブにはほかに、市民活動促進法案

（NPO法案）についての情報もありますね。

h非営利組織が任意団体として大きな役割

を果たしている米国に比べると、日本はかなり

遅れています。国会で成立しようとしている

法案も、政府与党は、この法案で市民活動が

盛んになると言っていますが、市民活動をして

いる者にとってはあまり意味がなく、かえって

弊害があります。この国でボランティアをコー

ディネートする非営利組織は、いつも資金不足

に悩んでいて、職業としてもまだまだ認められ

ていない。そのような非営利組織を支える正

しい法案を作ってもらいたいと思い、ページ

を作りました。ただ、やはりこのような

問題意識を持つ人は少ないらしく、ア

クセス数は少ないですね。このページ

も、さまざまな他の組織との連携を強

めながら、充実させていきたいですね。

◎取材を終えて

重油流出事故で多数のアクセスを

集めた草島氏だが、お話を聞いて、

『Save The Coast!』はあくまでも数あ

る非営利活動に関する情報告知の中

の1つであることが分かった。このほか

にも阪神大震災や森林伐採の問題な

ど、さまざまな問題について取り組ん

でいる。しかし、一方で各サイトのア

クセス数を見ると、『Save The Coast!』が

160,014件に対して『神戸元気村』は14,758

件。諫早湾のサイトは5,213件で、『NPO-

ACT』は3,041件である（11月27日現在）。

『Save The Coast!』とほかとのアクセス数の差

は実に大きい。重油流出事故は、被災地活動

におけるインターネット利用が、大きく前進

したきっかけと言える事件だが、事故が終息

した今、アクセス数は極めて少ない。

ただ、それでも草島氏はウェブを掲載し続

ける。いつまた、同じような事故が起きるかは

分からない。そのときにすぐに行動できるよう

にだ。東京湾に重油が流れたときに、『Save

The Coast!』のウェブは当然のように、事件が

起きてから数時間の間にアップデートされた。

草島さんは重油流出事故の経験を経て、ウェ

ブが非営利活動を飛躍させるメディアとして有

効だということを感じ、期待を抱いている。有

事に備えて常にウェブサイトをメンテナンスし

続ける草島慎一氏に、今後も期待したい。
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神戸元気村の問い合わせ先
TEL●078-842-2070
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